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1 型糖尿病患者では血糖値のばらつきが 2 型糖尿病患者より大きく、血糖値を
予測しにくいことが臨床上の大きな問題である。しかしこれまで、血糖値のば
らつきの大きさが 1 型糖尿病患者の quality of life (QOL)に関連していること
を示した報告はなく、さらに、血糖値のばらつきの大きさに関与する要因につ
いても十分検討されていない。近年、持続血糖モニター (continuous glucose 
monitoring: CGM)を用いることで、日常生活下の血糖値の変動を詳細に評価す
ることが可能になった。 
 そこで本研究ではまず、文書で同意の得られた 1 型糖尿病患者 40 名の日常
生活下の血糖値を CGM によって連続的に測定し、血糖値のばらつきの程度を
正確に評価した。そのうえで、血糖値のばらつきの程度と患者の QOL の関連
を検討するため、血糖値のばらつきの指標として mean absolute glucose 
(MAG) change を用い、自記式質問紙による、糖尿病関連 QOL (diabetes 
quality-of-life measure)、治療満足度(Diabetes Treatment Satisfaction 
Questionnaire)との相関について検討した。MAG change は近年提唱された指
標で、一定時間ごとの血糖値の変動幅を絶対値で総和し、単位時間あたりの平
均値を算出したものであり、ここでは 5 分ごとの測定値の変動幅を 48 時間分
総和して用いた。結果、MAG change が高い患者において QOL も治療満足度
も低い傾向を認め、特に HbA1c が 8%未満の血糖コントロールが比較的良好な
群において MAG change と QOL が有意に負の相関を示した。このことから、
血糖コントロールが比較的良好であっても、血糖変動幅が大きいと QOL が低





















1 型糖尿病患者では血糖値のばらつきが 2 型糖尿病患者より大きく、血糖値
を予測しにくいことが臨床上の大きな問題である。しかしこれまで、血糖値の
ばらつきの大きさが 1型糖尿病患者の quality of life (QOL)に関連していること
を示した報告はなく、さらに、血糖値のばらつきの大きさに関与する要因につ
いても十分検討されていない。 
申請者は、1 型糖尿病患者 40 名に対し、持続血糖モニターを用いて日常生活
下の血糖値を測定し、血糖変動の程度を正確に評価した。血糖変動の指標とし
て mean absolute glucose (MAG) change を用い、糖尿病関連 QOL 及び治療満
足度との相関について検討し、１型糖尿病患者、特に HbA1c が 8%未満の血糖
コントロールが比較的良好な群において血糖変動幅が大きい患者ほど QOL が







  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成  ２７年  ８月 ２８日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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